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日南グループ   環 境 方 針  

１．  基本理念 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

２．  基本方針 

日南グループは、自動車・家電・通信機器などの大手メーカーの新製品開発を、企画・ 

デザイン・設計から試作品・各種工業モデルの製作、試作金型および成型品の生産に至る 

すべての段階でサポートする「開発総合支援企業」グループです。 

これらの生産活動とそれに付随するすべての事業活動において、地球に与える環境負荷 

を少なくするために、私たちは次のように行動します。 

 

（１） 環境マネジメントシステムを確立し、その継続的な改善を通して環境汚染の 

予防に努めます。 

 

（２） 環境側面に関係する法律，条例及び当社の同意するその他の要求事項を遵守 

します。 

 

（３） 当グループの事業活動にかかわる環境側面のうち、以下の項目に対しては、 

グループ全体および各部署で目的・目標を設定し重点的に取り組みます。 

また、その達成度を定期的に点検し見直しを行います。 

 

① 不良品を出さない体制を確立し資源やエネルギーの無駄遣いを減らします。 

② 廃棄物の総量削減と分別リサイクルおよび節電にこれまで以上に力を入れます。

③ 各部署や従業員個人の創意工夫による環境保全に貢献する活動を積極的に 

支援します。 

 

（４） この環境方針は文書化し，当グループの社員及び組織のために働くすべての人々に

周知し，理解と協力を求めます。 

 

（５） 本方針はお客さまを含めた一般の方々にも公開します。 

 

        ２００８年 ７月 ２１日 

                           堀 江 勝 人 
 

地球温暖化対策は世界規模で取り組むべき問題であるとの共通認識が確立してきた。

7 月の洞爺湖サミットにおいて、アメリカを含むG8 首脳は「2050 年までの温室効果

ガス排出量半減を長期目標とする」と宣言した。また「中国、インドなどの新興国を含

む全世界がその目標を共有することを目指す」とした。 

この目標数値の達成には企業や個人の努力や工夫の積み重ねが不可欠である。節電に

努める、廃棄物を分別しリサイクルを推進する、どちらも努力の継続が必要だ。それと

同時に不良品を出さないことや業務をより効率的に遂行する工夫をすることも重要だ。

良いと思われることには果敢にチャレンジしていこう。日常に流されるだけでなく 

日々目標にチャレンジしていく精神こそが問題解決への突破口となると信じている。 
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